




















都城市議会議長 様 

                     提出日   令和6 年 6 月 3 日 

                       氏 名  楠見 千穂子  

研 修 報 告 書 
 

 以下のとおり研修の報告をいたします。 
 
１ 所属会派名 

  令和創生 

２ 研修名 
  第 16 回2024 年度日本自治創造学会 研究大会 
  個性と魅力ある自治体づくりに挑戦する 

３ 受講場所 

  明治大学アカデミーコモン棟 ３階アカデミーホール 

４ 受講期間 

  令和 6 年5 月30 日（木）～ 令和6 年 5 月31 日（金） 
 
５ 研修内容 
    講演 
  研究大会 
   〇国と地方の基本的課題 
    地方自治の目指す道 
    個性ある自治体づくり 
   〇新たな地方議会を造る 
    「政策会議」の理論と実践 
    新たな地方議会の創造”議会からの発信”「住民自治の根幹」としての議会の

作動 
  〇発想を変えた自治体づくり 

    賢く収縮するまちづくり 
   〇義務教育の最重要課題 
    今、求められる子どもの自殺予防 
   〇デジタルで地方を考える 
    デジタル導入の価値を考える 
   〇自治体を守る 
    地方自治体と防災DX―令和６年能登半島地震を踏まえ 
    「都市の正義」が地方を壊す～地域から少子化論へ 



６ 研修の感想 

  今回の講演は、少子高齢化、出生数の低下、合計特殊出生率、日本経済の長期停

滞などのマイナス事例が多く聞かれたが、そのような中で子育てしやすい街づく

り平均出生率 1.5 を超えた、観光では訪日外国人旅行者数の回復等、アイデアひ

らめきが地域を救うや、個性ある自治体づくりは、足の引っ張り合いではなく競

う自治体づくりが生き残る。 
  自治体の消滅再びと話され、令和の合併を考える前に、例えば大田区の基本構想

は子どもたちの意見を取り入れていることや、千代田区では、市民を公募して名

簿作成は市民が上位に作成してあり、境町では町長のリーダーシップが素晴らし

く英語圏より ALT の拡充を図り英語力のあるまちづくりを行っているなどアイ

デアやひらめきで個性ある自治体議会に活力が生まれると思われた。 
  印象に残ったのは、岡山県美咲町長青野高陽氏の「賢く収縮するまちづくり」が

とても市政に生かせるのではないか「TTP 徹底的にパクル!」ことも大事と思われ

た。 
 
７ 研修の成果及び市政への反映 
  全国的に少子高齢化、人口減少、経済・財政規模の縮小、行政サービス存続の危

機は、どこの地域でも今後起こりえることで、担い手不足、若者・女性の流出、

公助の限界、地域自治の限界という結果がある。 
  自治体と議会は時代に合った改革が求められていることが考えられている。 
  岡山県美咲町は、公共交通機関については、JR 津山線が通っているが、住民の生

活の足は車で免許返納は住民生活に支障があるため、タクシー利用助成を 4,000
万円から 8,000 万円の予算でタクシー利用1 回一人 330 円、隣町1,000 円で利用

できるのは本市でも是非実施してほしい。 
また、美咲町の子育て支援は 1,740 余りの市区町村の中で全国 4 位の評価をして

いるSNS もあり子育て支援策は充実しているようである。 
こうのとり事業(保険適用外の不妊治療助成) 最大30 万円/1 年 
黄福タクシーの利用(タクシー利用料金の助成) 母子手帳交付から1 年間 
育児支援手当(対象:就学前の子どもを養育する保護者)1 万円/1 人/1 月 
子ども医療費給付 保険適用の自己負担分について高校卒業まで助成 
ひとり親等家庭医療費助成  
親及び子どもの自己負担分の一部を高校卒業まで助成 
ブックスタート事業 絵本のプレゼント 乳児検診と幼児検診 
各種予防接種費用助成歳から中学校卒業まで 
水道基本料金助成 第3 子以降の末っ子が中学校卒業まで 
バス定期券購入費補助(対象:中高生) 通学定期券半額補助 
本市も助成制度はあるが「こどもの笑顔はみんなの幸せ」を合言葉に、令和 5 年2
月 22 日にベビーファスト宣言を行い令和 5 年 10 月 15 日はこどもまんなか応援

サポーター宣言を行って地域ぐるみで子どもの成長を支える仕組みを行っている。 
美咲町は、地方交付税の額が合併直後から比べると約10 億円減って財政不足がす

すんでいるため、時代に会っていないものはないか、無駄な使い方になっていない

か、非効率になっていないか、市役所の組織は住民ニーズに対応できているか常に

見直していることは、議員の一般質問に繋がっていけると感じた。 
教育にも義務教育学校「旭学園」は令和 5 年 4 月開校、英語教育に力を入れてい

る、やはり若い世代は学校の教育であり、教育機関であることは本市にも力を入れ

てもらいたい分野です。 



PPT 徹底的にまねることから議会も他の市町村の特性を知ることから始め、本市

の市政に生かせたらと考えられる。 
 
８ 添付資料 
   なし 

 
 


